
ノ
ト

っ
た
。
能
帯
。
の
悩
殺
に
枕
い
て
、
凶
甜
を
以
て
開
か

一
し
て
銀
東
の
任
を
終
へ
て
隠
る
や
、
裂
が
向
学
生
高
内
一

ノ
ト
イ
ヲ
タ
ニ
主
マ
ヒ
コ
ジ
ン
ジ
ヤ

能
登
生
圏
一
り
舟
尾
・

m線
部
・
白山山
・
回開律
・筑
紫
・
中
島
・
外
・

ん
と
す
る
も
の
は
、
皆
ト
を
以
て
流
水
出
入
の
腕
の一

弓
・そ
の
市
北
一
品
氏
男
邸
成
総
均
一
人
・乳
母
一
人
、

一
玉
比
古
紳
祉

J
ケ
タ
ホ
ン
グ
ウ
気
多
本
宮
。
一
民
主
部
品
u
前
・郎山町
・縦
木
志
よ
削
・乙
タ
附
・鎗
hM
・穴

設
な
り
と
し
、
期
戸
と
い
ひ
、
設
と
い
ひ
、
法
吸
之

一
組
び
に
人
底
車
問
侭
戒
融
山
田
出
世
滋
が
こ
の
舟
に
搭
一
点
一

ノ
ト
イ
チ
ノ
ミ
ヤ
エ
ン
ギ

能
登

一
ノ
宮
縁
起

一
水
・
姿
浦
・
中
居
・比
良
・
岩
取
・
臨
披
・
合
良
・
巾
・紳

門
と
い
ひ
、
辿
来
之
門
と
い
ふ
が
如
き
を
例
と
す
る

一
し
た
が
、
海
上
艇
風
に
辿
う
て
方
に
迷
ひ
、舵
師
・水
一
一
加
。
羽
咋
郡
祭
多
跡
祉
の
縁
起
で
あ
る
が
、
後
世
一
一
波
・前
段
・字
加
川
・
古
君
・鶴
川
・七
海
・矢
披
・仮
凱
・

が
、
附
も
ノ
の
制
緩
が
明
ら
か
で
な
い
か
ら
紛
K
た

一
手
抜
の
波
す
る
所
と
な
っ
た
。
時
に
鋭
京
総
し
て
い

一
例
皮
響
に
よ
っ
て
四
国
述
し
た
も
の
ふ
ゃ
う
で
あ
る
。
一
際
彼
・
字
出
律
・
珠
洲
榔
羽
以
・
小
術
・
認
脇
・小
木
・

る
回
開
設
を
生
じ
て
ゐ
る
。
古
史
泊
に
は
、
ト
を
以
て

一
ふ
。
今
間
関
方
の
締
女
の
紡
上
に
在
る
の
み
な
ら
ず
、

一

ノ
ト
イ
チ
J

Z
ヤ
キ
ン
グ
ノ
ウ
チ
ョ
ウ

能
登

一
一
越
坂
・
白
丸
・
九
里
川
氏
・松
彼
・
慾
齢
・鵜
烏
・総
伺
・

授
の
銭
で
あ
る
と
し
、
ノ
ト
は
佐
渡
に
封
し
て
呼
ば

一
叉
こ
の
阿
国
出
世
銀
衆
人
と
奥
に
し
て

一
食
数
料
机
な
れ
ど
一

一
ノ
宮
年
貢
納
帳
二
冊
。
用
羽
咋
郡
然
多
制
社
磁
。
一
南
方
・
北
方
・飯
田
・
路
野
・
正
院
・
蛸
島
・
伏
見
・
引

れ
た
も
の
で
、
古
市
の
ノ
に
長
き
訟
が
あ
る
か
ら
、

一
も
飢
ゑ
ぬ
o
風
犯
の
災
必
ず
此
に
同
る
で
あ
ら
う

一
一
加
は
一
宮
祉
務
職
御
年
賀
米
銭
納
艇
と
あ
り
、

一
一
砂
・
宇
治
・
森
腰
・
梨
簡
を
泡
治
し
て
手
家
に
湿
す

れ
の
凶
の
地
形
に
よ
る
も
の
で
あ
ら
う
と
す
る
が
、

一
と
o
乃
ち
内
弓
の
妥
・級
兇
・乳
母
-m
間
前
官
接
の
四
人
一
加
は
外
題
に
惣
合
問
納
帳
、各
初
に
一
{
白
惣
分
目
帳
、
一
る
o
そ
の
所
，
口
よ
り
寺
家
に
奈
る
ま
で
を
内
術
性

甚
だ
不
徹
底
な
る
を
諮
れ
ぬ
。
一
段
に
、
今
の
出
血
川

一
を
制
へ
、
水
手
を
し
て
悉
〈
拡
に
投
ぜ
し
め
た
o
し

一
程
尾
に
享
撤
回
年
七
且
吉
日
と
但
さ
れ
、
共
に
祉
有
一
-
来
と
い
ひ
、
亦
間
年
の
計
釘
に
よ
っ
て
サ
二
塁
十
五

測
な
る
七
倍
越
は
、
内
拐
の
臨
地
に
入
る
こ
と
耐
W
一
か
も
風
勢
削
抑
拙
か
っ
た
の
で
、
幸
に
紡
織
に
翻
っ
て

一の
問
地
の
芋
・反
別
・作
人
容
が
蹴
せ
ら
れ
駅
る
。
一
向
依
と
定
め
ら
れ
た
。

の
如
く
で
あ
る
か
ら
、
此
の
郡
を
古
へ
は
能
資
却
と

一
平
安
に
凶
に
到
る
を
得
れ
ば
必
ず
朝
廷
に
山
印
刷
う
て
銅

一

ノ
ト
イ
チ
ラ
ン
キ

能
登

一
一
覧
記
一
加
。

貸
永
一

ノ
ト
ガ
ハ

能
登
川

J
ナ
ガ
ソ
ガ
ハ
長
符
川
。

名
づ
け
た
の
を
、
や
が
て
一
凶
の
名
に
貨
は
せ
た
の

一
冠
を
以
て
酬
い
よ
う
と
析
。
。

十
数
日
以
流
の
後
に
一
元
年
孟
夏
初
五
日
金
揮
を
愛
し
、
羽
咋
よ
り
外
浦
に
一

ノ
ト
カ
ハ
ナ
カ

Z
ヨ
ウ
ジ
ン
ジ
ヤ

能
世
間
一
足
中
明

で
あ
ら
う
と
い
ひ
、
越
殺
到
三
州
志
に
、『
今
臨
舟
榔

一
隠
岐
の
凶
に
む
し
た
。
門
誌
を
以
て
八
且
十
二
日
舶
を

一
一
向
う
て
三
崎
に
出
で
、
児
に
内
泌
を
七
賂
に
向
か
ひ
、
一
一締結

路
島
都
徳
山
剛
に
在
っ
て
、
今
は
能
奇
跡
明
耐

に
大
呑
郷
あ
り
。
羽
咋
郡
(
腿
且
抑
制
の
限
d

に
糖
到
保

一
名
づ
け
て
能
穏
と
い
ひ
、
宿
穏
に
よ
っ
て
従
泊
位
下
一
白
知
潟
南
停
を
蚊
披
に
出
で
、
廿
九
日
金
揮
に
郎
つ
一
一
位
と
聡
す
る
。
式
内
等
岱
枇
砲
に
、『
能
鷲
河
中
明
耐

あ
b
o
熊
木
裾
屋
の
紙
及
び
術
的
見

へ
能
mmH

泊
を
浩

一
を
授
け
、そ
の
冠
の
製
は
納
を
茨
と
し
純
を
裂
と
し
二
た
も
の
で
あ
っ
て
、
若

者

は

不

明

で

あ

る

。

一

位

、
朝
日
庄
内
徳
前
村
銀
座
。
祭
榊
同
議
始
前
剛
彦
狭

る
献
は
、
拡
都
知
に
見
え
た
り
。
』
と
い
う
て
、
諸
同

一
総
統
を
綴
と
し
、
耐
し
て
銀
東
は
人
を
携
に
投
じ
た

一

ノ
ト
カ
イ
ド
ウ

能
登
街
道
加
賀
か
ら
能
常
に
一
助
命
。
枇
地
能
綾
川
河
上
也
。
政
古
来
都
三
能
穀
河

名
義
考
の
能
殺
は
呑
閉
山
か
呑
門
か
と
い
へ
る
訟
を
山

一
非
に
よ
り
、

」』
』
六
日
勘
指
し
て
獄
に
下
さ
れ
た
。

一
入
る
に
は
、
河
北
郡
禄
隔
で
北
陸
近
か
ら
分
岐
し
、

一
中
明
耐
4

今
一
古
徳
前
明
利
富
。
羽
田
枇
也
。
』
と
あ
る
。

定
し
よ
う
と
す
る
が
如
き
は
、
皆
一
の
好
誠
誠
と
し

一
議
し
こ
の
舶
に
能
腎
を
以
て
名
づ
け
た
こ
と
は
、
そ
一
高
松
を
過
ぎ
て
初
め
て
附
境
に
建
す
る
。
次
い
で
mm
一

ノ
ト
ガ
マ

能
登
一金

一
服
。
七
尾
の
例
入
促
製

て
之
を
聴
く
べ
き
で
あ
る
。
又
凶
削
以
外
に
能
殺
の

一
の
能
管
に
於
い
て
建
越
せ
ら
れ
た
に
よ
る
な
る
べ

一
咋
都
目
指
図
・胎
川
尻
・
米
出
・
今
日
前
・宿
を
経
て
肋
制
捜
に
一
一
世
。
京
弁
問
題
庄
兵
衛
級
。
前
容
に
は
一
見
隊
十
二
次

義
を
僻
か
ん
と
す
る
も
の
に
は
、
笛
て
芯
鈎
矧
川
が

一
〈
、
陥
っ
て
そ
の
震
航
も
能
殺
か
ら
し
た
こ
と
は
殆

一
室
り
、
直
に
北
行
す
る
も
の
は
蚊
披
・柳
瀬
・新
保
・
一
覧
指
巾
風
下
開
山
富
水
の
序
、
山
町
風
粁
犯
裂
の
闘
停
が

あ
っ
た
。
そ
れ
は
能
慨
が
伊
豆
と
同
じ
〈
7
イ
ヌ
前

一
ど
艇
を
容
れ
ぬ
o

一
梨
生
・兵
廊
・羽
咋
・
一
宮
・制
・
柴
垣
・大
島
・大
念
寺
・
一
あ
っ
て
、
諸
家
の
投
句
を
集
め
、
元
隊
十
二
己
卯
年

で
、
牢
島
を
恕
叫
押
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
た
の
で
あ

一

ノ
ト
イ
ヲ
テ
ニ
タ
マ
ヒ
コ
ジ
ン
ジ
ヤ

能
登
生
国

一
川
尻
・町
安
部
屋
・上
野
・
百
浦
・赤
佐
・
前
浦
・牛
下
・
一
中
容
下
旬
郎
々
翁
方
山
の
抜
を
加
へ
、
下
容
は
宅
と

る
。
し
か
し
他
の
思
者
は
、
奥
羽
以
外
の
地
名
で
権

一
豆
比
古
紳
紅

凶
島
郡
金
丸
に
在
る
o
式
内
等
辺
枇
一
生
紳
・
七
お
・
白
木
・中
前
・相
前
・
風
戸
・風
無
・千
祁

一
し
て
附
合
で
、
元
鰍
己
卯
花
晩
中
旬
吟
花
蛍
関
山
の

に
ア
イ
ヌ
剛
山
で
あ
る
と
断
じ
得
べ
き
も
の
は
一

六
五
五


